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産婦 人科 領 域 に おけ るBacampicminの 臨床 効 果

水谷重康 ・八木秀満 ・藤本宏四 ・那須健治

関西労炎病院産婦人科

(主任:篠 原惟明部長)

は じ め に

感染症 に対 する治療は抗 生物 質の進歩によ って大きな恩 恵

を被っていることは論 をまたない。しか し,多 種 多様の抗生物

質の出現 は乱用 の危倶,副 作 用,耐 性菌の 出現,真 菌 の発生 も

含めた菌 交代 などの課題 をひき起 こしている。今回Astm社

で開発された,Ampicillin(以 下ABPCと 略)の エ ステル

型で胃腸管 よりの吸 収 も速い といわれ るBacamplcmin(以 下

BAPCと 略)の 試 用の機会 を得たが,本 邦では産婦 人科領域

の感染症 に対 する報告 は未だ見 られ ない。 そ こで われわれは

BAPCの 感 染症に対す る臨床効 果を検討 し2,3の 知見 をえ

たので報告 する。

治 験 藁 劃

Astra社 で開 発 さ れ たBAPCは 一 般 名Bacampici-

llin hydrochlorideと い い,化 学 名 は1'-Etoxycarbo-

nyloxyethyl 6-(D-a-aminophenyl-acetamido) penic-

illanate hydrocMorideで あ り,構 造 式 はFig.1の と

お りで あ る。

Fig. 1 Structure of Bacampicillin

BAPCは 脂 肪親 和性 化合物 で あ り経 口投 与 によ り

ABPCよ り速 く効果的に吸収 され,速 やかに加水分解 さ

れてABPCに 転換す ると報告されている1)～3)。今回使

用 したBAPCは1錠 中ABPCと して250mg(力 価)

を含有する白色錠 である。

治験射象および使用方法

昭和53年2月 より6月 迄の間に関西労災病院産婦 人科

を訪れ た外来 ・入院患者のうち感染症 と診断され細菌検

査の結果ABPCに 感受性 を有する細菌 を検出 した症例

23例 を対象にした。 これら症例は婦人科関係8例,産 科

関係15例 よ りなる。使用方法は感染症 と診断された症例

にBAPC1日19(毎 食後,就 寝前の4分 服)宛7日 間

(但し1例 のみ14日間)経 口投与 した。BAPC投 与前後

に一般検血,検 尿,肝 機能検査,血 液化学,細 菌検査お

よび感受性試験の諸検査を実施し,検 温を指示 し自他覚

症状 ・副作 用の追跡を行った。

効 果 判 定 暮 準

著効:

主要 自他覚症状が3日 以内 に著 しく改善 し治癒に至っ

た場合,1週 間後に著明改善 を認めた場合,創 部治癒 し

た場合 および細菌陰性化 した場合。

有効:

主要 自他覚症状が3日 以内に改善の傾向を示し5日 以

内 に消失 した場合,1週 間後再診時 に消失 を認め,そ の

後治癒 した場合。

やや有効l

A)主 要 自他覚症状 が1週 後に改善の傾向を示し細菌

検査でなお一部存在を認めるが,臨 床的に改善が良好で

あると認められた場合。

B)主 要 自他覚症状 の改善傾向を示 し,そ の後追加治

療の必要 もな く治癒 したにも拘 らず菌交代 を認めた場合。

無効:

主要 自他覚症状が1週 後 も改善されない場合,菌 交代

を認めた場合でさらに治療(他 剤)の 必要 を認めた場合。

治 験 成 績

1. 全症例よりみた臨床効果

BAPCの 治験対象例の成績はTable 1の とおりであ
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Table 1 Clinical effect of BAPC

る。23例 の効果判定は著効8例,有 効6例,や や有効7

例,無 効2例 で,有 効以上の有効率は60.9%で,や や有

効例中BAPC1週 間投与後他の抗生物質の投与を必要

とせず治癒 した4例 を加 えると23例 中18例,78.3%と 良

好な成績 を得た。

2. BAPC投 与前検出菌種 と臨床効果

Table 2に 示すとおりで混合感染例4例 を含めてグラ

ム陰性菌の感染例は23例 中14例,60.9%を 占めており,

有効以上の有効率は14例 中9例,64.3%で あった。'さら

に前項同様 やや有効3例 中他の抗生物質の追加投与 を必

要 とせず治癒 した症例2例 を加えるとその有効率は7866

%と なり産婦 人科領域の感染症で問題 となるグラム陰性

菌への有効性 が認められた。

3. 検 出菌 と感受性試験成績
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Table 2 Correlation of isolated organisms and clinical effects

治験全症例のBAPC投 与前後の細

菌検査および感受性試験 の全成績 は,

Table 3に 示すとお りである。BAPC

投与後に細菌消失 および創部治癒 をみ

た症例は10例,43.5%で,菌 交代 例は

7例,30.4%に 認 められた。投与後の

細菌検査 で細菌 の検出されたものは13

例で,う ち12例 が感受性試験でABPC

(-)～(+)を 示 し,こ れは耐性菌の出

現ない しは菌交代の一面を示唆 してい

るとも考えられるが,新 たな耐性菌の

感染によるものかはさ らに検討する必

要があろう。産婦 人科領域 の感染症は

尿路感染症 と異なり菌数の測定 という

指標 もなく薬剤投与後菌の検出をみた

場合で も臨床的所見 によって効果判定

するのが通常であ り,今 回の治験にお

いても効果の判定 には これら両者の総合判定 によって決

められたものである。

4. 臨床検査成績

全症例のBAPC投 与前後の臨床検査成績はTable 4

のとお りである。BAPC投 与 によって特に異常な値 を示

した検査項 目はなか った。

5. 副作用

症例4:BAPC服 用後3日 目に軽度の食欲不振 をきた

したが継続服用しうる程度 で,こ め症例は14日 間服用 し

たが投与後 も特 に症状 が増悪することもなく治癒 した。

Fig. 2 Case No.3 32 y.o. Parametritis (post op.)

症例21:BAPC服 用後4日 目就寝前空腹時に1錠 服用

し5日 目朝,口 内苦味感 があ ったので以後の就寝前服用

は軽食を摂取 した後 とし症状の消失をみ,7日 間支障 な

く服用終了 し治癒 をみた。

以上の2例 の軽度の副作用以外 は特 に服用を中止する

ような,あ るいは加療の必要のある様な副作用は認めら

れなかった。

6. 無効例の検討

症例3:32才,主 婦,体 重40.5kg。Fig.2に 概要を示

す。昭和53年1月25日,癒 着性子官内膜症 にて腹式単純
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Table 3 Disc sensitivity of organisms before and after the treatment with BAPC

性子宮全嗣術 および両側附属器切除術を施行。術後感染

予防 にゼオペン10g/日 ×7日 間の投与を行ったが,術

後7日 目迄微熱持続。8日 目よりポンタール6cap/日 ×

10日間投薬,9日 目38.6℃ 発熱するも解熱し2月11日 特

に訴 えもなく退院。2月15日 頃より下腹部 緊満感,下 腹

部痛 を訴え2月16日 来院。術後骨盤結合織炎の診断の も

とに諸検査 の上BAPC7日 間投与。 投与後上記症状は

改善 し6他 覚的に膣断端抵抗 ・内診時圧痛 ・血性膿性帯
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下 も減少 したがなお存在するため投与前の細菌検査,感

受性試験 の結果からCEX剤1g/日 ×7日 間投与 し治癒

した。この症例はBAPCの 投与によって臨床的にも症

状の改善 は認められ細菌学的 に投与前3種 混合感染であ

ったものが投与後はE.coli単 一感染 とな り膿性帯下は

明らかに減少 し有効に作用 しているが,感 受性試験 より

みてやはり3種 の細菌に感受性 を示すセフ ァロスポ リン

系薬剤が有効な薬剤であったと考えられる。
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症例23:25才 。主婦,体 重53,5kg。 昭和53年4月16日

経腔的に正常分娩。産褥6B目 に母子共無事に退院。4

月26日 より下腹部痛,発 熱,帯 下増量を訴 えて4月28日

来院。産褥期子宮腔内感 染症の診断の もとにBAPC19

×7日 投与。投与後3日 目より解熱 し,下 胆部痛,膿 性

帯下は軽度減少するも服用後 もなお持航するため,授 乳

期 にあることを考慮し引き糀きゼオベ ンU投 与に切換え

治癒 した症例である。細菌検査にて菌交代が認められ産

褥期悪露の持統する時期での感染症の治療 ・陰部 を清潔

にすることの徹底の困難性 を痛感 した。

考 按

Astm社 で開発されたBAPCは,ABPCの エステル

で胃腸管 よりの吸収はABPCよ り速く,速 やかに加水

分解 されABPCに 転換するとBODmら1),ROZENCWEIG

ら2),SWAHN3)等 は報告 している。副作用や生体内臓器へ

の影響 も少ない薬剤であれば 日常の診療で感染症に対す

る一次選択薬としての意義 は大きい。産婦人科における感

染症は性器の生理学的解剖学的位 置よりして血行性ある

いはリンパ行性よりむしろ上行性 に起因することが 多く,

分娩後,術 後の感染予防 には特 に留意するところである。

今回産婦 人科領域の感染症にBAPCを 使 用し有効以上の

有効率は60.9%,BAPC投 与後他の抗生物質の追加 治療

の必要 もなく治癒 した症例を加 えると78.3%と 良好 な成

績がえられ,投 与前の検出菌種の うちグラム陰性菌感染

例は60.9%を 占め,グ ラム陰性菌に対す るBAPCの 有

効率 は,BAPC投 与のみで治癒 した症例では78.6%と 好

成績がえられた。 このことはグラム陰性桿菌の感染機会

の多い産婦 人科領域の感染症に対 してより有意義な結果

であり今後治療効果を期待 しうる薬剤であると考えられ

る。BAPC投 与前後の細菌検査 および感受性試験の成績

からは投与後検出された症例13例 中12例 の検 出菌が感受

性試験でABPC(-)な いし(+)を 示 した。当科 では

術後感染予防にゼオペン,ケ ブ リンを,分 娩 および流産

後のそれには ビブラマイシンを使用 している。 したがっ

て院内感染例では繁用 しているCBPC,DOXYの 感受

性例が しばしば認め られるために,細 菌検査を施行せず

BAPCを 使用した場合 にはBAPCの 無効な場合 も存在

することが考えられるので,一 次選択薬としてBAPC

を投与する場合には投与前後の細菌検査を反覆施行 し,

臨床症状 の改善傾 向を十分把握 し時期を失せず他 剤への

切換 えを考慮すべきことへの示唆 でもあろうか,さ らに

症例を加えて検討 したい。産婦人科領域での感染症の起

因菌 の証明は必ずしも容易なものではない。 しか し骨盤

内臓器の感染症のうち今回の治験例の ような術後および

産褥期の感染症 では腔内分泌物の細菌検査は必須 で あ

る。 しかし治療後の腔内細菌検査ではたとえ細菌の存在

を認明しても感染症は治癒経過 をたどっている場合 がし

ば しば存在する。 それ故 に今回の治験 判定に対する如 く

臨床症状 と細菌検出 とを十分検討 した上で以後の治療方

針 を考えることが肝要であろう。BAPC投 与前後に施行

した賭検査成績 では特 に異常値は認められず,症 例No.

16は さらに2週 後来院時血液化学検査 でBUN17mg/dl,

クレアチニ ン0.9mg/dlと 正常値を示し,特 に異常 は認

め られなか った。2例 の軽度の食慾不振.口 内苦味感を

認めた以外副作用 もみられなか った。以上 のことから術

後回復期 にある患者のみならず特に産褥期 の授乳時期に

ある症例に対する投与の安全性が確保され,臨 床面で十

分価 値のある薬剤であると考 える。

結 論

産婦 人科領域では本邦でいまだ報告のみられないBA

PCの 感染症 に対する治療効果を検討 し次の結果を得た。

1. 対象23例 中有効以上の有効率 は60.9%で,BAPC

投与後他の抗生物質を使用することなく治癒 した症例を

加えると有効率は78.3%で あった。

2. BAPC投 与前 の検 出菌種 のうちグラム陰性菌感

染例は60。9%を 占め,BAPCの 有効率は7&6%と 良好な

成績をえた。

3. 投与前後の細菌検査および感受性試験の成績 から

は,BAPC投 与後細菌消失および創部治癒 をみた症例は

43.5%で,菌 交代は30.4%に 認められ,投 与後の検 出菌

は13例 中12例 がABPCに 対する感受性は(-)な いし

(+)を 示 した。

4. 投与前後の臨床検査成績からは特に異常 な値を示

した症例は認められなか った。

5. 2例 に軽度の食慾不振 または口内苦味感 を認めた

が,投 与中止ないし加療の必要 のある副作用は1例 も認

められなか った。
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CLINICAL STUDY OF BACAMPICILLIN IN THE

FIELD OF OBSTETRICS AND GYNECOLOGY

SHIGEYASU MIZUTANI, HIDEMITSU YAGI, HIROSHI FUJIMOTO and KENJI NASU

Department of Obstetrics and Gynecology, Kansai Rosai Hospital

We treated 23 cases of infection in the field of obstetrics and gynecology by bacampicillin and its clinical efficacy
was 60.9%.

In this study, 60.9% of infection was caused by gram negative bacteria. Clinical efficacy of bacampicillin in GNB
was 78.6%.

In 43.5% of cases, bacteria disappeared or lesion healed after the therapy. Colonization was found in 30.4%. One
anorexia and one bitterness in the mouth was complained, but no abnormality was found in the laboratory examina-
tions.


